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序文

赤穂市を南流する千種川は、有史以来私たちの祖先にそ

の豊かな水と自然の恵みを与え続け、今も県下一の清流と

して、ともすれば殺風景になりがちな市街地に涼やかな風

情を醸し出してくれます。

周世・入相遺跡はこうした千種川流域にあり、発見以米、

赤穂市でも有数の重要な遺跡として知られてきました。近

年にもほ場整備事業や県道建設に伴う発掘調査によって、

数々の貴重な成果をあげているところです。

今回ここにご報告いたしますのは、宅地開発に伴う発掘

調査の成果で、調査自体は小面積なものでありましたが、

周世 ・入相遺跡の一端を明らかにすることができました。

ささやかな成果ではありますが、これまでの調査成果に加

えて遺跡の実態解明の一助になるものと確信しております。

特に今回の発掘調査の実施にあたっては、地権者 ・施主

の方に多大なご協力を賜りました。ここに深く感謝申しあ

げます。また、発掘調査 ・整理作業にご参加頂きました

方々、現場付近の住民の皆様に心からお礼申しあげます。

平成 10年 3月

赤穂市教育委員会

教育長平井 伸 次



例呂

l.本』：は赤穂1|i教有委員会が民間の宅地開発JJ業に伴い、赤穂市周IU：に所在する拮l世・入相逍跡推定

範囲内において実施した、埋蔵文化財の調査報告性である。

2.調介は赤穂rli教育委日会が＃業者の協力を得て実施したもので、その1:lt用の一部は国匝補助金に

よった。なお発掘調究の現地での担当者は赤穂市教育委貝会中旧宗伯である。

3.調査の逍構図の作成は調壺担当者と補助貝が行った。また、現地での写真撮影については、調査担

1ヽ1者が撮影した。

4.出土遺物の整理作業については、 1993年度に（財）赤穂rli文化振典財団に委託し、迫物の実視llとト

レースは篠宮欣子が担当した。

5.本，1::の作成は赤穂市教育委貝会生涯学秤課文化財係が実施し、報告打の執筆・編集 ・遺物写真の撮

影は中11:l宗伯が担当した。

6.本古で使用する）j位はすべて磁北である。

7.上層名については、小山正忠・竹原秀雄 「新版標準土色帖」1991年版を参考とした。

8.発掘調査に係る出土遺物及び記録行料は赤穂市教育委且会が赤穂市埋蔵文化財発掘調査事務所にお

いて保管している。

赤穂市の位置
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第 1章 調査の経緯

1. 調査に至る経過

1991年4月頃、赤穂rli教脊委且会に赤穂市固世‘ド背UI1466における屯地開発事架が示された。計1ilij

f定地は周tU：地区を走る県追周枇ーイi年横尾線の北側にあたり、 1986~ 1988年度に兵）ポ県教育委貝会

が県道建設工1iに伴って実施した発掘調介によって多数の追構・追物が検出された地区であった。この

ため赤穂r|i教宥委具会では宅地造成に先I/_ち発掘；凋在が必要であると判断し、1渭業者の協）Jを得て宅地

造成化足地内の発掘調壺を行った。なお調杏は国附補助事業として実施した。実際の現地での発掘調査

は 1991年5月21日に開始し、検出追構のillll1k作業や埋めJ及し作業などがすべて終fした6月 1211に現

場を撤収した。
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2 調査体制

発掘調査及び整理作業は赤穂I~j教育委貝会が主体となり実施した 。 なお、 l993 年度の整理調杏については、（財）赤穂 1•Ii文化振典財団に委託している。 本占の作成は 1997年度に実施した。 各年度の体制
は以ドのとおりである。

（発掘調在】 （整理調査］ ［報告占作成】

1991（ギ成3)年度 1993（平成5)年度 1997（平成9)年度

赤穂rli教村委貝会 赤穂市教育委貝会 赤穂市教有委員会

教脊長 木山正規 教存長 平井伸次 教育艮 平井伸次

教ff次長 小島fll夫 教育次長 小島手II人： 教育次長 前m政一

生洲学習諜長 藤原正昭 牛涯学習課長 直111Hti紀 牛涯学習課長 宮本哲火

文化財係長 宮崎素一 文化財係艮 宮崎索一 文化財係長 宮崎索一

事務担J1 片lll保子・ 4I務担当 番匠Hll子 i：査 番匠則子

調査担当 藤田忠彦 調究担当 藤田忠彦 調査担‘片 藤田忠彦

中田宗伯 11•IIll宗伯 中田宗伯

赤穂市文化振興財団 味呑英和

学芸貝 篠宮欣了・

なお、現地での発掘調査及び出上辿物の整理作業の参加者は以下のとおりである。

［発掘調姐 上住和、小林弥 一郎、杉本学、鈴木雅彦、寺本徳義、中島渦好夫、矢野栄斗、

Il1本勝巳、吉Rl鐵良（地元布志）

赤松武、起塚力、福本啓次（（社）赤穂市シルバ一人材センター）

［整理作業］ 谷lLI典子、田澗むつみ、中塚真弓、西川依f、Iii旧とみか（地元有志）
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第2章 周世・入相遺跡をめぐる環境

1.周辺の遺跡

赤h訓iは兵！iじ県の西南端に位附し、西は岡山県備前rli及び利気郡n生町に接しており、播磨の両限に
あたる地域であるばかりでなく、 l963年に現在の福浦地lんが岡山県和気郡から合併しているので、現

在では1日国の備前の一部も含んでいることになるヘ赤穂市の大部分は千種11 1の 卜祉泣如こあたり、 •f•地となる部分はこの千種川の本流や支流によって形成された流域3f野と河[ ―Iに発達した -:. f「ji•1•I 、及び近 ll t•以降の干拓地から構成されている。ところが千種川
流域においては、1番磨の他の河川に比べて臨海平野部の陸地化が進行した時期が古代木～中世初頭以降

と遅かったため、市内の中IIt以前に屈する追跡の分布は、i:．に1|i域北祁にあたる有年盆地固辺に集中し

ている。周柑 ・入朴1辿跡が立地するイ戸［地区以悴iの千種川F流域においても、流域平野は現氾濫原と完

新111:段丘面により占められている。しかもその面積の比玲9は、前者の比率が極めて高くなっており、完

新世段丘面の分布はわずかに真殿地区 ・1,ialtt地lメ： ・根木地区 ・木津地1メ・邸野地区などのように、その

上流側に千種川の佼食を遮るl.U塊が突出していたり、谷が深く lll塊に蕨人している部分に限定される。

よって逍跡もこうした佼食を免れた完新1せ段fi雁i上において点々と確認されている。以下、桔jIIJ：・人相

辿跡をめぐる千種）II卜流域の歴史的な環境について概観しておく

T種川と長谷川の合流地点から下流域の地域において、現時点で確認されている蚊も占い遣跡の時期
は弥生時代r11期II業で、それ以前に遡る辿構・追物は知られていない上流にあたる打年地区には馬路

池辿跡、束打年 ・沖rI]沿跡、上骨生辿跡、そして臨海1.ll麓部には大津 ・韮Ill辿跡、猪，蔽谷追跡などの縄文時代に属する追跡がイf~在するので、 千種川下流域にもこの時代の追跡が存在した可能性はあるものの、
r-種川の仕ftによりすでに失われたか、深く堆札'i上の Fに埋没しているものと思われる凡が生時代にお

いても、打年地区を含めて千種川流域では臨海部の大津・堂

山遺跡出上のわずかな例を除いて前期に遡る追跡は確認でき

ず、それ自体巫要な歴史的あるいは自然環境 1→．の理由がイ［在

したことを物語っているようやく弥生時代中期中菜になる

と、T種 川下流域の各地に小規模ながら点々と集落が出現し

たことが遺跡分布から訛みとれる この時期の追跡には周

枇 ・人相辿跡と木津 ・段ノ上遣跡などが知られ、特に木津・

段ノ l成．辿跡では近年の発掘調介さにおいて、竪穴住居数棟が検

出されたのをはじめとして多数の追構・逍物が知られてい

る。

千種川 F流域において弥生集落が広範に展開するのは、む

しろ弥生時代後期になってからである＾この時期には1占j世・

人相追跡、 T・種川を挟んで対岸の高雄 ・根木辿跡、さらにト―流の木津 •段ノ上追跡などで竪穴住届をはじめとして多数の追構 • 辿物が検出されている ） これらの遺跡では中期 1 p業に
集落が形成されはじめ、後期に集落規模が拡大していること

が特徴である さらに固世 ・ 人相逍跡やr'.::i雄 • 根木追跡では、
-3 

写真 1 木津 ・段ノ上遺跡 （弥生中期）



弥生時代後期の前半の良好な一括脊料に恵まれており、なお頬例の少ない当時期の上器紺年作業に呆た

す役割が期待される。

またI剖世・入相逍跡から2.5kmド流の東岸に上高野追跡があり、扁平紐式銅鐸の凝灰岩製鋳型片が採

集されている。この鋳刑は、かつて河原で採集され小棠に祠られていたものを、松岡秀夫氏が銅鐸鋳利

であると確認したものである。この上翡野迅跡は、 1996年度にほ場整備・JT業に伴って発堀調査が実施

されたが、中Iltの追構が検出されたのみで、弥生時代の辿構は依然として未発見である。このほか千種川下流域では南野巾中洲、南野11泄i洋、赤穂大橋ド、 T•島ヶ浜など河LJ付近の河川敷で弥牛中期後菜か
ら後期の上器が採集される地点がある。

古墳時代になると、その前半期の集落跡・占瑣ともにT・種川卜流域では未確認である↑ 方占培時代

後期では周恨水木原古培、周世黒谷占瑣、周lll：宮災，片瑣群(27晶）などが現在のl#J世梨落の秤後の山麓に

展開しているほか、因枇・人柑瑣跡においても 1985年度に行われたほ場整備に伴う発掘調査では翌穴

住居跡などの追構が確認されている＾また固辺の「種川流域でも、真殿l！り前占瑣群(5)＆)、 高取llJ占瑣

群など横穴式石室墳を中心とする多数の後期占墳が築造されている。これらの占瑣群の築造母体となっ

た集落跡は桔1世・人相追跡を除いて未だ未発見であるが、それぞれ山麓の完新枇段丘面上において今後

検出される可能性が高いものと思われる。

奈良時代では高雄 ・根木辿跡において、掘 I」!：柱建物6棟のほか多数の上器が出 1：している。掘立柱建

物はいずれも計両的に配骰されており、うち2棟は総柱の構造を持っていることから倉庫と推測される ，

ところで 「和名類緊抄」によると、律令期における赤穂郡の諸郷のひとつとして、 1吉］勢（世）郷がff在し

たことが記されており、現在の周tltの地名はその追称であることから判断すれば、この地区が因勢郷の

部であったことはほぼ疑いない。Iも1IIJ：地区と千種川を1火んで対；店に位性する謀雄・根木俎跡の建物群は、こうしたJ胡勢郷に関連した施設である可能性は高い。 このほか奈良時代の追跡として、木津 • 段ノ
上迎跡から上器がまとまって11＇,上しているが、明確な追構はイ渭 1月であった。また周世地区の南束にある山のLll頂付近に船戸Ill逍跡があり、古瑣時代から平安時代にかけての,~．器が散布している千種川の河
口付近に目を転ずれば lヽ｀高谷過跡が存在し、兵叩県教ff委U会が実施した発掘調企では、 11~ 12 Ill：紀

頃の掘立柱建物等が検出されている。

高雄 ・根木遺跡の掘立柱建物群
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巾世になると、千種川 F流域にも木津・段ノ l亨辿跡、木津 • 原追跡などかなり大規校な集落が出現する ［ とりわけ木湘 • 段ノ
k追跡では多数の掘立柱建物とともに廿

磁 ・白磁をはじめとする、多種多様な辿物

が出ヒすることから、通常の牒業集落以

外の性格を持つ集落として捉える必哭が

あろう 。これらの追跡がある木津地区と

千種川を挟んで対岸の翡野地区には 1：高

野遺跡があり、さらに1『後にある標高258mの尼 l¢•山 ill頂には尼子山城という中
11t1 II城跡がある。尼 f-Ill城の年代を決定

する確たる根拠はないが、尼 f義久が築



城したと伝えられているーその当否はともかく、市内でも中l仕山城が集中する布年地区や坂越地区と

いった交通の要衝から離れてわざわさ庫独でれ在することから、木津・閻野両地区が当時戦略上重要な

位匝にあったことを推測させる，周Ill：集落背後の山上には鎌倉時代に遡る可能性がある高雄山神渡、炉跡

が所在するほか、布I」比片が採集されている地点や「開き」という小字を残す猪垣がある。このほか周

Ill:・人相逍跡、其殿 ・門前追跡などで中lltの遣構 ・遣物が知られている。叫仕から近枇にかけて、 T種川が河nに三角｝•l•I を発達させ、人間の活動領域を提供するようになる
と、千種川下流域の政治 ・経済の中心も臨海平野に移動することになる。経済的側面では発達したデル

タが塩113の形成を容易にしたし、海上交通の中継地や河口港としてもその価値は重視されたと推測され、

以降これに伴って地域支配の中枢がifi:かれるようになる。こうした千種Illデルタ地帝の開発と発展を支

えた巫要な社会打本のひとつとして、 In上水道関述の追構が千種111下流域に残されている。池田氏人封

後に敷設されたヒ水道は、ヒ流の千種川から取水して祁水路により城下へと祁かれ各戸まで配水される

本格的なものであった。こうした上水逍の取水口や祁水路が各所に残されており、高雄・根木遺跡や木

津 ・野垣内追跡においてその一部が発掘瀾究されている。

2.遺跡の概要

前節で概観した自然環境 ・歴史的環培にある周IU：・人相辿跡の既往の調査成果について、以 F簡単に

概述しておく ，

周IU：・入相逍跡の発兄の経緯は、戦後この地で行われた瓦粘上採取の際に松本保氏によって迅物の出

上が確認されたことによる。その出上追物については 「赤穂市史」「有年考古館蔵品図録」等の文献に

詳しい。その後、遺跡を含む｝乱世地区のほ場整備事業が、加えて県道建設の事業が計画された。これら

の開発行為を受けて赤穂巾教育委員会では、昭和 1982・ 1983年度に分布調企を実施し、広い範囲で遺物

の散布を認めた。

ほ楊整備小業については、 1985・1986年度に発掘調査を行い、追跡の性格や範囲を明らかにすること

ができた。特にこれまで知られていなかった占瑣時代の竪穴住居などの迅構を検出し、行後の山麗に展

開する後期占瑣群の築造t}J:1本を明らかにしたことの意義は大きいぐ県追建設に伴う調脊は t983年度に

赤穂市教介委貝会が確認調企を、兵庫児教育委且会が 1986年度に全面調査、 1987年度には確認調介と

全面調脊を、 1988年度に全面調査をそれぞれ行った。この県道関連の調査では、弥生時代中期後半～

後期前半、弥生時代後期後半、古墳時代～室町時代、江戸時代の4面の't活面が確認されている。特に

弥生時代後期1i1J半に属する一括出上の ,-_器群は、当地域の上器編年研究に新たな視座を与えるものであ

り、岡山県南部地域との並行関係を検証できる数少ない査料である。また弥生時代後期後半の多角形住

居などを含めて7棟の竪穴住居が検／jiされるなど、この追跡においては弥生時代後期に活発な集落の営

みのあったことが明らかとなった。

このほか赤穂市教育委具会では、周世・人相遣跡の推定範囲内やその周辺における民間の宅地開発’l.j'.

業に伴い、発掘調査やILち会い淵杏を実施しており、本心で報告するのもこうした宅地開発に伴う調介

成呆の一部である。

注

(!)，沿裔 学 a「固枇人＃1追跡の地形屎橙分析」 「赤穂r廿几JIせ入相遺跡」兵庫県教行委U会 1990年、 b「1番庖
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1高野須済跡 10/iJ世黒谷古鳩 18高謹 ・憬木遺跡 26木津・原遺跡 35坂越浦城跡 “尾崎・大琢遺踏

2鵠ヶ堂城跡 11周世宮累古墳群 19切山鑓道取水口跡 27木津・野垣内遺躊 36八祖山経塚 45尾崎・大塚古墳

3医王山験行寺路 12周世水木原古墳 （上水道遺構） 28木津取水井爛踏 37下高谷遺躊 46猪壷谷遺跡

4富原遺跡 13周世 ・奥ノ山遺跡 20真殿 ・門前遺躊 29上高野遺跨 38生島古燿l 47鍋島古墳

5鍋子城躇 14 11世・入相遺跡 21大津 ・堂山遺跡 30尼子山城跡 39南野中中洲遺跡 48みかんのへた山古墳

6鳳鉄山遺跡 15船戸山古墳群 22逗匠・染田遺跡 31高敢山古墳群 40南野中Ill岸遺跡 49小島遺跡

7坊主屋敷遺跨 16船戸山遺跡 23大林古墳群 32高伏山古墳群 41赤穂大揖下遺踏 so小島古頃群

8翼霞 ・林遺跡 17高雄船這取水井壇跡 24岩艮寺跡 33茶臼山城躇 42示携城跡 ・赤氾城下町跡 51小島古墳群

9高雄山神謹寺跡 （上水道遺構） 25木津・段ノ上遺跡 34宝珠山妙見＃切 43千鴨ヶ浜散布地 52畳I良古墳肛

第2固 千種川下流域の遺跡分布 (S=1 : 25,000) 
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灘沿｝や平野の地形屎境とヒ地I開発」 「播府衿古学論設J 今里幾次先生古稀記念論文岱l~I行会 1990年、 c 「T・

種｝l沖流域の地形環境分析」 「兵附県赤わ如Ii束イi年 ・沖m遺跡発掘調在報；！清：」 赤穂1|i教ff委且会 1997年

(2)松岡秀犬 a「考占学から見た赤穂」 「赤穂1|i史」 第 •谷 赤穂市 1981年、 b「赤穂市の衿古遺跡と辿物J

「赤穂．1ti史」 第1l嗅 料訓i 1984年、西播i龍域史研究会編 「4i年考古館蔵品図録』 財団法人イi年衿占

館 1991年

(3)藤田忠彦紺 「兵庫県赤穂rli束布年 ・沖Ill逍跡発掘，J1ft報告{l}I 赤穂市教脊委U会 1997年

(4)赤穂1|i教脊委且会が1995年度にほ場整備に伴し、1扉j，凋介を実施(5 ) 注 （2 ) 文献及ぴ、松悩j秀夫ほか 「赤穂rIi大津‘~tiI I追跡，式掘，．凋1t報告1F」 赤穂r|i教ff委貝会 ）979年

(6) ii: (2)文献

(7)赤穂rli教弁委H会が1995・ 1996年度にほ場整備に伴い •J瑶f調介を実施
(8)赤屯t.rli教ff委且会が1992年度にほ場整備及ぴ公民館建設に伴い1i前湖究を実施

(9)注 （2)文献及び以 Fの文献

松岡秀火 「赤穂市上閥野発兄の銅鐸浴第」 「考占学研究J 第23巻第2サ 考古学研究会 1976年

岩崎俊男「赤穂1|i上佑j野で発見された銅鐸の鋳朋」 「月 T•J 文化財」 156号 文化庁文化財保，，投部 1976年瓶ぶ成ー •松ド勝 「 H 本の山代逍跡」 3兵叩南部 保idt 1984年

JOI 注 （2)文献

.11)注 （2)文献

(12 i➔: (2)文献

(13 赤穂rfT教有委且会が1995・ 1996年度にほ場整備に伴い1扉l,＿凋介を尖施

'14 注 （2)文献

(15)兵府県教fi委員会が1996年度に坂越郵便Jn}建，役に伴い）lhitJ.1査を実施

(16 赤柚rh教有委U会が1994年度にほ場恢備に伴い加Jfj品清を実施

117l 赤穂 1|i教有委ii会が1996年度にほ楊整備に伴い ·J~,i籟il1f.を実施
I 18 注 (2) 文献

119) 注 (2) 文献

(201 赤穂r打教介委U会が1987・ 1988年度にほ場整備に伴い｀拍前調査を実施

(21 I I災ILLう店追 a「1番州赤穂の城と町」雄1111褐 1982年、 b「赤穂 L水逍の敷設」 「赤穂1ti史」第―．巻 赤穂．1ti

1983年

{22 赤穂市教行委Li会が1993年度にほ場整備に伴い・JJ前，J肘j査を実施

1231 i:l: (2) 文献

12~ 宮糾，f索一ほか a「!,'d世入相追跡発掘溝1t報告Llf』赤穂rli教介委且会 1984年、 b「)t;]枇入朴1沿跡確認調介ミ報

告，9FIIJ赤穂市教行委具会 1986年、 c「周世入相遺跡確認調査報告曹皿J赤穂市教脊委只会 1988年

喝 甲斐附光編 「赤穂市）iil枇人相辿跡」兵,,闘県教ff委貝会 1990年
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｀立柱憧物1
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-
溝1

溝2

b —._」
゜

10m 

a - -＿ 一 ）ニ b
 

8.50m 

1現在の水田耕作土
2黒渇色極細砂土 (10Y3/2) 

3にぷい貴色細砂土 (2.SY6/4) 

4オリープ褐色極細砂土 (2.SY4/3) 
5灰オリーブ色極細砂土 (7.SY4/2) 

6鼠色細砂土 (10YR2/1) 
7暗褐色極細砂土 (10YR3/4) 

8にぷい赤褐色極細砂土 (2.5YR 4/4) 

9 オリープ黒色極細砂土 (5Y2/2) 
10緑灰色シルト (5G5/1) 

゜
2m 

第3図 調査区遺構配置図 (S=1 : 200)及び土層断面図 (s=1:so)
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第 3章調査の結果

1 調査の概要

調介地は県追）古jIせ・有年横尾線の北側に接してお --」 ヒ----ヒー／

り、瀾介前は山であった。調在は追跡に影押を及ぽす可能性のある建物 f•定地 302 mについて全面調介を実

施し、他の部分については A トレンチ ・Bトレンチと

名付けた 2箇所の調企区を設定して迎跡の範囲を把握

することとした（第4図）c

しかし緊怠を要する個人の宅地開発1t業という性格

ヒ、発掘，凋企に I・分な期間を允‘りすることが困難で

あったため、辿構検出は弥生時代の逍構が容易に識別

できる緑灰色シルト質 Lヒ1friまで機械によって掘削し

た後、人）Jによって迅構検出を行った，ょって今回の調査の遺構及び迎構検出lffiは、兵庫県教ff委且会

が実施した県道部分の調介成呆とは、調介位骰が接しているものの、必ずしも整合しない部分があるこ

区

（県道）

第4図調査区の位置 (S=1 : 800) 

とをあらかじめ断っておく ，

2. 検出遺構と出土遺物

土坑 1 （第 5図）

調介区の東端付近で検出された K坑で

ある 瑣構の東半分が調査区外へ粒くの

で、その規役については不IIJ-Jであるが、現

状では輻約 60cm、深さは調究区外に向

かって徐々に深くなっており、調在IX内

ではi立大35cmを測る」 ••hLの埋 1-・ 中から弥生時代後期の亜 ・
売の破片が出上しているが、胴部の小片

が多く 、図化ll［能なものは底部のみであ

る3 1は甕底音11であるが、内外面ともに府

滅が汐1： しく謡l椋は不明である。2は甕の底

部で、内外面ともに磨滅が著しいものの

外面にはわずかにタタキl」の痕跡が認められる c このほか壷 • 甕の胴部破片のなか
には外面にタタキ目を残すものもあり、

内面はいずれも柑いヘラケズリが観察で

きる

士坑2 （第 6図）

調査区の東部、溝 l・ 2に近接して検出された上坑であるツ長さ 120cm、最大幅70cmのイ＜整形な桁Fl

＼ 

a
 

¥ 1 

＼三

゜
10cm 

8.60m 

b
 

/
 ゜
50cm 

第5固土坑1(S =1 : 20)と出土遺物 (S=1:4)

，
 



L— 

＼
 

8.40m 

｀ 。

__J 

1m 

1黒褐色極細砂土 (2.SY312) 
2黒褐色シルト質極細砂土 (lOYR311) 
3オリープ褐色細砂土 (2.SY414) 
4灰オリ ーフ色シルト質極細砂土(7.SY5/2) 

第6図土坑2(S =1 : 20)と出土遺物 (S=1:4)

形を呈する上坑で、検出面から

の深さは約30cmを測る。その断

面形は緩やかな U字形を呈し、

埋上は41¥1のシルト質極細砂 ・

シルトからなるc

上坑からは若下の弥生上器が

1，|,1 1：した。3は国如端部には2条

の浅いl111線が認められ、直口壷

のfI緑部もしくはコップ状の形

態をとる鉢と思われるが、どち

らとも判断できない＂全体にI-梵

滅が激しく調整も観察不可能で

ある。4は甕の底部であるが外

面は器面の麿滅が著しいため調

整痕は観察できないが、内面に

は縦ガ向のヘラケズリが認めら

れる。

溝 1• 2 （第 7図）

調杏1べ束端付近をほぼ南北方向に井．行して走る2条の溝である。検出面では溝2は途中で途切れ、溝

1も途切れながらやや長く 1l-iにのびる ，両方の溝の間隔はおよそ60cm程炭である。溝 I・ 2ともに輻は

15 -20cm、深さは5cnlliij後と極めて浅く、そのI祈面形

は逆台形を旦するc

溝1

8.40m a~芦b
0 50cm 
I I 

溝2

土坑`
゜

＼
 ゜

2m 

゜
第7図溝1• 2 (S =1 : 80、1: 40) 

﹈
ニロ゚ 10cm 

溝の埋」：中から弥生上器の細片が出上したが図示は

ィ＜可能である

溝 3 （第 3図）

調介区内を南西ー北東方向に走る溝である。長さ

5.6m、輻は剖部で50cmほどに広がるもののそれ以外は

IO ~ 20cn1で、深さは 5-10cm程度である。埋上中か

らの追物の出」：は皆無であった．，

溝 4 （第 8図）

ほぽ東西方向に走る溝で、束端は調杏区外へのびる

が、西端は調杏[x:．内で完結する。検出面での幅は40cm

前後、深さは25cm前後を測り、断面形は U字型を培す

る。哩卜は概ね3層に分かれ、グライ化が認められる。

溝の狸ヒ中からは弥生上器が出 1こしているぐ5は党

の口縁部で 13.8cmを測り 、その端部を上下にわずかに

拡張して端面を形成 し、2条の凹線を施している。6は
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／ヽ
＼ O-

一三＇

l
 

c
 

8.40m 

a 参ぷ彦 b
。

2m  

1紐灰色ン）レト (5G 6/1) 
2 鰭緑灰色緬細砂土 (10GY 3/1l 
3 オリ ー プ灰 色シ ル ト (10Y 512) ヘ了―-l 戸 5 ＼ 

゜
20cm 

第 8図溝4 (S = 1 : 40)と出土遺物 (S=1 :4) 

壷の底部と思われる破片で、底部外面は若「上げ底になっている。このほかにも甕の胴部破片が出上し

ているが、図化不可能である。

掘立柱建物 1 （第 9図）

掘 1'/:柱建物2に隣接して検出した建物で、両者の打抽のガlbJ・建物の間隔から判断すれば、 2棟が1Iij

時に存在することは'1'II［能である。掘IL柱建物 1の規模は 11iiIX I間で、 •辺が約 2.4m となる 。 柱穴は
直径30cmr:前後、深さは検／l",面から 20

~25cmを測る。4つの柱穴ともに柱痕

は検出されなかった。柱穴内から時期

をホすような遺物は出上していないっ

掘立柱建物 2 （第 10図）

規校は拙ヽi：柱建物 1と同様に 1|：りX

l |li1であるが、束辺と西辺が北辺 ・南

辺よりも若臼ミく 2.SmX2.lmとなるc

柱穴はL仕径が20~ 30cm前後、深さは

検出頂iから40cm前後である。3つの柱

穴において柱痕を確認しており、柱痕

は直径 15cm前後である。掘立柱建物 l

と伺様に柱穴内から辿物の出七はな

かった。

全面発掘調査区域以外については迎

構の広がりを把握するため、 A.B2箇

゜
Lo 

lo
 

⑤__J 

引 亨

8.60m 

゜
羞

2m 

第9図掘立柱建物1(S =1 : 50) 
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第11固 Aトレンチ (S=1 : 60) 

o
t
 

2m 
I 

第10図掘立柱建物2(S =1 : 50) 

所のトレンチを設定して遺構 ・辿物の介・無を確認することとした。

A トレンチ （第 11図）A トレンチは—にド業千定地内の北東隅付近に県道に接してトレンチを設定した。 トレンチ内で溝2条を
検II'iした。溝はいずれも幅20-25cmで深さは5cm1ir［後と浅い。辿物はトレンチの掘削中に弥生」：器の

小片が出上したのみで、追構からは出上しなかった。

B トレンチ

市菜 J％と地の北隅部分に設定したトレンチである トレンチの掘削中に若1この遺物は／l,I1-したが、追

構は確認できなかった。現在の表上 Fの比較的浅い部分からグライ化したシルト質上がl!;lく堆積してお

り、自然流路部分あるいは谷状地形等の低湿地部分にあたると思われる0

その他の遺物（第 12図）

出七遣物は各追構の項で叫叔したものの他に、機械掘削および逍構検出作業中に辿構から遊離して出

tしたものがある。以下、実視lj可能なものについて図ぷした。

弥生土器は後期に属するものが多い。7は売のn縁部の破片で、口緑部は緩く外反させその端部をわ

ずかに k方につまみヒげているっ胴部外面にはタタキ「1が顕岩に残るが、内面はlせ滅により観察できな

い。8は甕のII月部上半部であるが、 11緑部は欠損している。胴部外面にはタタキ日を残し、その内面は

頸部まで横方向のヘラケズリが施されている。9も翌のHI吋部から口縁部にかけての破片であるが、外傾

する「l縁端部は丸くおさめている。10と11は鉢であるが、 11は脚祁が付いて高i小となる可能性がある。

10は大形で外liiにはタタキ痕跡をわずかに残している。12は翡杯の杯部であり、浅いイ本部から□緑部

が大きく外反して立ち卜.がる。杯部と口縁部の/illrttl部には沈線が1条施されている。14も邸杯で、脚

柱部である。13の底部は鈴と思われ、やや似手で外面にはハケIJの痕跡を残す＾
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弥生上僻以外では近111：の陶磁器類があるr 15は染付鉢で、破損したものを焼き継いで使lljされてい

る底部外面は蛇ノ 1|lll1形高台で、翡台内は蛇の11状に釉ハギされ沿i台端部は9闘胎となっている外血

には蛸1，叩；i文が描かれ、内面には兄込部分に山水文 ・家文が、 U緑部内面には波涛文がそれぞれ描かれ

了□ー／10 

□1 7, 
8 ＼三」／ 12

〉[-̀ W)以14

＼ 

ー
ー

＇
＼
 

＼
 

16 

病•/~ ―
＼ふ-

゜I | 1 | 1 | 

20cm 
j 

第12図遺構に伴わない遺物 (S=1:4)
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ている。l8世紀後半頃の年代が与えられる。16は備前焼の筒状深鉢で、隅Ihi収りを行った底部から L

字状に1本部を立ち上げ、口緑部は丸くおさめている 外面には塗りい汎認められる。17と18ば灯明皿

であり、 J7は備前焼で内面に突帯を布する。

写真3 発掘調査の様子

写真4 発掘調査の様子 (Aトレンチ）
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第4章まとめ

今[□Iの発掘調査は個人の宅地開発事業に先立つ調企であり、1i業tの）iの格別のご理解とご協力にま

ず深くお礼叶1しあげたい 個^人の宅地開発という事業の性格上あるいはその緊急性から、発掘調査の期

間・＇伐用等とい った紺ll約はイ渾可避であり、調脊は必ずしも十分な体制ではなかったため瀾介方法等に慈

を尽くせなかった部分も多い。しかしながら、周世・入相遣跡の広がりをより具体的に把握することが

できただけでなく、いくつかの辿構を検出し、弥生渠落の一端を明らかにすることができた。

以、ド調奇成呆を再度整理してまとめとする。

1.各遺構の時期

検出遺構としては、弥生時代の上坑 ・溝などがあるほか、掘立仕建物2棟を検出した。各俎構の時期

は、その出上辿物から判断して、上坑2を 11期後半、上坑 1・溝4などは概ね弥生時代後期前半のもの

と考えられる。堀立柱建物については、柱穴出」：追物が{f無であること、そして過去の調在において今

回の調在地のJ剖辺から弥生時代以降近世までの掘立柱建物が多数検出されていることから、その時期決

定は保留せざるを得ない。しかしながら l拍1Xl間という建物規模に桁・ilすれば、この種の構造は弥生

時代に多くの類例を見出せるし、また付近からは弥生時代以外の辿構や辿物はほとんど出 I・.していない

状況から、弥生時代の迎構である可能性が高いことを指摘するにとどめたい。

2.周世・入相遺跡と千種川下流域の弥生遺跡

赤穂市域における弥生時代追跡の密集地は北部の有年地区が抒名で、 ・H実その質・瓜ともに他の地区

を圧倒しており、当時のイi))な地域狼団を形成していたことを否定する余地はない。この有年地区以南

の千種川下流域においては、1古jllt・人相辿跡のように比較的占くからその存在が明らかであった遺跡もィf在するものの、 T••種川の現氾濫原の広さも相まって、あまり遺跡の存在しない地区と把握しがちで
あった。しかし第2衣で紹介したように、近年の発掘調介はこの千種川ド流域の追跡分布に多くの新た

な知見をもたらしている。以下、 /all仕・人相遺跡を中心に周辺追跡の状況も）Jll味して、弥生時代における T•種川ド流域の集治の展l片l を概観しておく
まず今卜Ilの調介地の固IU：・人相追跡であるが、過去の調査において弥生時代中期から江戸時代にわ

たって「1然堤防上に集落が形成されたことが明らかにされている。弥生時代では、集落の蚊初の形成期

にあたる中期中染の追構も存在するが、集落規模が拡大するのはむしろ後期以降であるまた後期の比

較的古い段階からその終未期まで、集落が継続していることにも注Hしたい。

この周Ill：・人柑追跡と千種川を挟んで対岸には高雄・根木遺跡がイf任する。この地[{は通称切lllが西

のlll塊からT種川の流路に蕨入してその佼食を遮り 、F流側にn然提防あるいは後背湿地が形成されて

いふ 高雄 ・根木逍跡では、調企範囲が狭いこともあって上な逍構は弥生時代後期の竪穴住居 l棟が検

出されたに過ぎないが、住屈跡床面に完形土器が比較的まとま って残されており、後期前‘化の良好な・

揺社料を提供した。

ややド流に日を向ければ、西岸に木津 ・段ノ k遣跡がイ｛在し、ここでも艇落の形成は中期後半から開

始され後期まで集洛が継絞していることが(:1Jjらかになっている。加えてl|1期・後期ともに比較的閻い密

- 15 -



度で竪穴住16等の追構がイf・在することから、かなりの規校の集落のイMLを推定することが可能である。木津 • 段ノい：追跡の対岸には、かつて銅鐸鋳朋片が採梨された邸野地区があるが、今のところ明確な
弥生時代の遺跡は知られない。しかし）胡世地区や木ilt地区と似た地形や、周辺の山麓に展開する悩取Ul

占墳群をはじめとする広範な後期古墳の築造状況などを勘案すれば、やはり千種川の佼食を免れた部分

を中心に弥生 ・占瑣時代の集落が存（I：する可能性は極めて翡いものと思われる＾

また周IU：地区の対岸やや卜流に位岡する文殿地区では、現在のところ弥生追跡は未確認であるもの

の、その地形環様やill麗に点在する後期占墳のイf在を考慇すれば、未発見の辿跡が{f在する可能性はや

はり否定できないであろう 。

以 I"'.．のように、千種川下流域には近年の発掘調企の進展からf想以 l．．に弥生集落が展湖していること

が明らかになりつつあるへこれらの追跡群の共通する特徴として、いずれの辿跡も千種川の佼食を被ら

なかった部分に立地すること、中期後‘罠頃に集落形成が開始され後期へ存続することなどが指摘できる，

しかしながら、有年地区の中核的な集落である束有年 ・沖lII辿跡やイi年原 ・1ll中遺跡などの追跡と比較

すれば、いずれも -!,l小規校集落という印象を受けることは否めない。しかしながら現状での逍跡の分

布なり辿跡規模はまさに追跡として残されたものであって、すでに失われた部分もかなりあるはずであ

る＜辿常の［＇翡 t・集落であれば、居住区の周問に水In域が広がっていたであろうし、経域のイf在も想定で

きる。ところが実際の追跡では、これらの集落を構成する要索の一部がかろうじて残什しているに過ぎ

ず、現在小規校な辿跡のように兄えたとしても 、それは河川の佼穴や後IItのヒ地開発によって削‘Fされ

た結果であって、本米は大規校集落であった可能性は‘常にイf・任する しかし実際はともすれば現在の自

第13図 千種｝l|下流域の主な弥生集落

- 16 

然訊観や迅跡の追{f状況、調在実施状況

といった現状に拘泥され、こうした地域

の歴史的な慈義を過小に評価しがちであ

る 現状の追跡分布を分析対象とせざる

を得ない躯落分布論の限界がここにある

上高野追跡を例にとれば、この辿跡で

は第2咲でも紹介したように銅鐸鋳型が採

集されており、これを松岡秀火が椎定し

たように上流から二次移動したものでな

いとしたら、」：：邸野付近にかつて弥生化

洛が存在したことになる ，， 」：：佑j野辿跡に

おける過去の調在では、わずか一部分で

中世の追構が検出されているものの、弥

牛時代辿梢はついに確認されなかった（

現在の水rLIFには1日河迎や洪水に起因す

る砂礫I1布が広い範l用にわたって確認でき、

この地が頻繁に千種川の保食を被ってき

たことが分かる。未発見の弥生集落は現

在の 1-．高野集落と同じようにLII麓に立地

しているか、幾度となくこの地を襲った



洪水によりすでに佼食されたと考えるのが自然であろう

それではT・即 II卜流域の束西両料に点在するこれらの諸躯落は相互にあるいは北部の有年地区の諸集

落といかなる関係にあったのであろうか。

これら流域の沿梨落は背後に開析谷を抱え、前面は T種川によって1u1jされているという地形的に共通

した、，I：地条件にあり、いずれもそれぞれが地形的には独立した空間に占地しているといってよい。こう

した上地条件のもとでは、丘陵あるいは微高地が連綿と辿続するような規模の大きな平野部とは異なり、

土地自体には拠点的な大規校集落が形成されるほどのi杵在）Jはイf-{fしないであろう 。しかし逆にそこに

占地した集団にとっては、地形的な独立性によって小規校ながらも集洛・可耕地の拡大をほとんど排他

的 ・「1己完結的になし得ることが可能であったことがf想できる。とはいえ千種川下流域に点在する集浴群は、確かに II 常的な集落 •水OJ経党においてはある程度独It
した什在であったとしても 、他方で集落間の物夜あるいは人的な交流も頻繁に行われたであろうし、各種森源 • 原材の獲得や政治的折衝といった対外集団 • 他地域との父渉においては、柑互に全く白立した
ィf在であるとは考えにくく、むしろ中核的な北落あるいは首長の炉鉢や各首長の協同によってはじめて

実現II「能なものであったはずである。さらにこのようにある定の空間的な広がりをもって展開する弥

生時代の集落群は、水利 ・大規校協業によって不断に結びついたひとつの共laJ体的関係を有していたと

考えるのが一般的で、それは「牒架共伺1本的結合」としての性格を持つものであったと思われる。

このように考えるなら、1古）枇・入相追跡を含めて千種川下流域に点任した躯落群は、個別の集落経党

を行いながらも、相互にイi機的な紐俯をもったひとつあるいは複数の政治的な梨団であり、その狭陰な

上地条件から分散居住の形態をとったものと坪解することができる。

しかし注目すべきは、ヒ流のイ了年地lメの集団と比較すれば、千種l11ド流域の択団はK地条件の相対的

な劣性にもかかわらず対外交流の側面において、むしろ咽要な位性を占めていた II［能性があることであ

る。l廿）世・人相追跡では過去に河内地方からの搬人品である壷の出上や、製塩 l：器の出上が知られてい

る。また今もって梨落跡は検出されていないものの、上翡野出上の銅鐸鋳型は、この集団が銅鐸鋳造に何らかの形で関伊していた nI能性が凶いことを示唆するものである。これら銅鐸関辿や他地域系の出」••迅物は十．地条件から想定される後進的な印象を払拭するのに卜分な I’‘]容であり、むしろ T•種川の河nに
近いという地理的な特徴が他地域との交流において咽要な位骰を占めていたことを窺わせる。

弥牛．時代は列島規校で多様な物流ルートが確立され始めた時代であるいかなる狛団も各白の領域内で必要物脊を確保することは不可能であるから、集1•J]11.l］に張り巡らされた物流ルートを通じて各種;ft源
や原材を獲得したことは、各種遣物の分析から広く確認されている。こうした物流）レー トの制御あるい

は物打の離合集散には拠点集落が亜要な役割を担っていたことが指摘されており、拠点狼落を通じて分

岐小集落へ物脊がもたらされたと考えられる。

こうした弥生時代の物流ルートには集落間をつなぐ陸上の経路と、瀬戸内海や大河川の水連による水

l-．の経路が想定される。そしてこうした物流ルートの結節点に拠点集落が分布しており、それはしばし

ば河川の河II付近や海序線、じ要交通路の要衝に位閥していることが指摘されているこうした臨海平

野部に立地した拠点集落を介して内陸部へ物脊が拡散したことは明らかである。今lhI取り l-．げたT-種川

下流域は、当時すでに交通路として承要な役割を呆たしていた瀬戸内海に開けているばかりか、この水

Kの経路と有年地区あるいはさらに上流の I'．郡盆地などの内陸部を結ぶ屯要な結節点であった。というのも弥生時代における T•種川の河I Iデルタ地俯は東落の形成n［能な上地が未発達もしくは、イ遵安定な地
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形環様にあったため、1番lf!iの他地域の河n付近にしばしば見られるような拠点集落が成立しにくい状況

であったと、思われる。よって物流の水上の経路とlJ、J陸部の結節、1ばはこうした千種川 F流域の諸集落に求

められたことは想像に難くない。しかし現時点での知兄では、 T-種｝IIド流域に分散する諸集団が政治的

な独立性をある程度有した一個の集団として機能したのか、あるいは上流に位閥する束有年・沖田遺跡や有年原 • 田中追跡などを中核とするような、大規模な上位躯団が制御する物流システムの一端を分掌
した集団であるのかは述断できない。いずれにしても店j世・入相迫跡の過去の調査において出上した製

塩t器や河内地方からの搬人土器、また t高野追跡採梨の銅鐸鋳型など、 一見小規模な追跡でありなが

らも他地域系の追物の出上が意外と日立っている。特に銅鐸鋳型などは特殊な技術集団の関与する極め

て政治性の強いものである。いずれにしても対外交流の物流ネットワークにおいて、この千種川下流域

の集団が重要な役割の一端を受け持っていたことを傍証するものであろう 。

さらにこの千種/II下流域の弥生集落において指摘できる今一つの特徴をあげれば、すでに指摘したよ

うに、集落の形成が弥生時代中期後半頃に開始され、後期にまで集落が継続するものが多いことである。

今回の周1世人相辿跡ではむしろ後期にいたって集落が大規校に展開した状況が窺えるし、木津 ・段ノ

上迅跡においても同様の傾向が指摘できそうである。やや上流の有年地区においても様相は変わらない。

近年、西播磨の弥生時代迫跡の消艮を分析した結果から、遺跡が中期から後期へと継続しないことが指

摘され、そこに大規桟な抗争を伴った政治的な集団の再編成がイヂ在したことが想定されている。しかし、

こと千種川流域においては、そのことは必ずしも背てはまらないようである。このことが歴史的＇ド実と

して 一考に値する現象なのか、もしくは調査の諸条件や追跡の残併度など他の要因に起囚する現象なの

か、他地域を含め今後の調査の進展に期待したい。
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写真図版 2 上 周世・入相遺跡の遠景

下 調査前の状況

写真図版 3 上 調査区全景 （南東から）

下 調査区全景（北西から）

写真図版 4 上 土坑 1 （北から）
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写真図版 5 上 溝 1• 2 （南から）

下 溝 4 （西から）
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写真図版 8 上 包含層出土土器

下 包含暦出土土器
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